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所有権の調査は、登記簿、公図等の記載情報から現在の管理組織との

関係を整理するところから始まります。追跡調査をどこまで実施するか

どうかは、地域の判断によりますが、前述した課題が今後生じてくるこ

とが懸念されますので、地域で十分話し合った上で所有権の追跡調査を

実施することが望ましいと考えます。 

 

図７ 所有権調査の流れ  
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